
HS-802-1 コテ一式
このたびはホーザン ＨＳ-８０２-１ コテ一式（プラグ・ニップル付） をお買い上げいただき、ま
ことにありがとうございます。この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。また、
お読みになったあとも大切に保管してください。 

取扱説明書 

１ 

フィルターカートリッジ 
ヒーターユニット 

吸引トリガー 

エアホース 

コテ接続コード 

ハンドル 

エアニップル 
接続プラグ 

ノズル 

カートリッジ押さえ 

 各部の名称 

本品は、ＨＳ-８０２および旧ＨＳ-８０１の交換用コテ一式です。基本的な使用方法はそれ
ぞれの取扱説明書をご覧ください。 

コテを交換したことはヒーターを交換したことを意味し、次のページから述べる補正が必要
になります。ＨＳ-８０１とＨＳ-８０２では補正方法が異なります。適した項目をお読みにな
り、正しく補正を行ってご使用ください。 



２ 

 ヒーター交換時の補正方法 ＨＳ‐８０１の場合 

ＨＳ‐８０１は出荷時に、ヒーターそれぞれが持つ固有の抵抗値に従って温度制御回路の
調整をしてあります。ヒーター（コテ一式）を交換した場合、温度制御回路の補正（再調整）
が必要になりますので、次の手順で行ってください。 
調整にはハンダゴテ温度計（約５００℃まで測定可能なものー当社Ｈ‐７６９など）、マイナス
ドライバー（刃幅２ｍｍ以下）をご用意ください。 

温度調節ツマミをＭＡＸに設定します。 １ 

電源を入れ、ノズル先端温度が安定するまで
約２分間待ちます。 
ハンダゴテ温度計でノズル先端温度を測定し
ながらトリマーをゆっくりまわし、４８０℃になる
ように設定します。 

３ 

再調整をおこなわないままご使用になると、
異常に温度が上昇する場合があり、大変危
険です。再調整は必ず実施してください。 

 注意 

温度調節ツマミの下、トリマー
調節窓の中のトリマーを可動
範囲の中央付近に仮設定し
ておきます。 

２ 

トリマーのＭＡＸ付近では瞬時に高温に達する
ため、セラミックヒーターが溶断する恐れがあ
ります。必ず中央付近に仮設定してください。 

 注意 

中央 

ＭＩＮ 

ＭＡＸ 



５００℃まで測定できるハンダゴテ温度計と、マイナス
ドライバー（刃幅２ｍｍ以下）をご用意ください。 

電源がＯＦＦになっていることを確認し、操作パネル
右下のトリマー調整窓からドライバーを使用し、トリ
マーを可動範囲の中央付近（ＭＩＮから１２０°回転さ
せた位置）に設定しておきます。 

中央 

１２０° １２０° 

３ 

トリマー調整窓 

 ヒーター交換時の補正方法 ＨＳ-８０２の場合 

ＨＳ‐８０２は出荷時に、ヒーターそれぞれが持つ固有の抵抗値に従って温度制御回路の
調整をしてあります。ヒーター（コテ一式）を交換した場合、温度制御回路の補正が必要に
なります。補正は次の手順で行ってください。 

１ 

“３６０”が表示されたら、ノズル先端の温度が安定するまで約２
分待ちます。 
ハンダゴテ温度計でノズル先端の温度を測定しながら、トリマー
をゆっくりまわし温度計の表示が３６０℃になるように設定しま
す。 

トリマーだけでは合わせにくい場合は、▲▼キーで希望温度に
近づけます。▲で温度は上昇し、▼で温度は下降します。上下
ともに『２０』の補正範囲を設けています。 
▲▼キーでの温度補正は、本機ディスプレイの数字ひとつの変
化で１℃変化するとは限りません。 

補正が完了したらＳＥＴキーを押します。 
確認音とともに“ＳＥｔ”⇒“４００”と点滅表示されます。 
以降、補正中はトリマーを触らないでください。 

３ 

ＳＥＴキーを押しながら、電源スイッチをＯＮにします。 
確認音（消音時は除く。以降同様）とともに“ＳＥｔ”が表示され、
温度補正モードが起動します。 

２ 

補正をおこなわないままご使用になると、異常に温度が上昇する場合があり、大変
危険です。補正は必ず実施してください。 

 注意 

トリマーのＭＡＸ付近では瞬時に高温に達するため、セラ
ミックヒーターが溶断する恐れがあります。必ず中央付近
に仮設定してください。 

 注意 

“４００”が表示されたら、ハンダゴテ温度計でノズル先端の温度
が４００℃になるように▲▼キーで調整します。 
補正が完了したらＳＥＴキーを押します。 
確認音とともに“ＳＥｔ”⇒“４４０”と点滅表示されます。 

４ 
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４ 

温度測定ができない（温度測定手段がない）場合 

 ヒーター交換時の補正方法 ＨＳ-８０２の場合 

ノズル先端の温度測定ができない場合は、
ヒーター端子間の抵抗値を測定のうえ、右図
の位置にトリマーを調整してください。 
この場合の設定温度は、あくまでも目安程度
となってしまいますが、トリマーを調整せずに
使用すると高温になりすぎるなど、非常に危
険ですので必ず調整してください。 

この操作により、変更された設定温度は工場出荷時の３６０℃
に戻ります。必要に応じ再設定してご使用ください。 

上述のとおり、あくまでも目安程度の温度設定ですので、厳しい温度管理を必要とさ
れる作業には適さないばかりか、場合によっては周辺電子部品を損傷する恐れもあ
ります。できるだけ早い内に、改めて正確に再補正することをおすすめします。 

同様に４４０℃の補正を行い、完了したらＳＥＴキーを押します。 
次の４８０℃も同じく補正し、ＳＥＴキーを押します。 

５ 

温度補正が完了し、確認音とともに“ｏ-ｎ”が表示され、設定温
度３６０℃で通常起動します。 

６ 

別売 Ｈ-７６９ ハンダゴテ温度計 

ハンダゴテ温度計として世界初３つの機能を搭載 
①計測結果をＳＤカードに保存する記録機能 
②計測結果からＯＫ/ＮＧを表示する合否判定機能 
③ＩＣタグを使ってハンダゴテを管理するハンダゴテ 
   識別機能 

ヒーター端子間の抵抗値の測定は、必ず室温２３℃で行ってください。室温の違い
が抵抗値に大きく影響します。 

 注意 

１５～１５.５Ω １４～１５Ω 

１５.５～ 
  １６Ω 

１３～ 
  １４Ω 


